
　

日
本
共
産
党
の
赤
嶺
政
賢
衆
院
議
員
は
２
５
日
、
衆
院
災
害
対
策
特
別
委
員
会
で
、
九
州
北

部
豪
雨
災
害
に
つ
い
て
、
災
害
支
援
制
度
を
最
大
限
活
用
し
て
、
被
災
者
の
救
援
、
復
興
を
急

ぐ
よ
う
求
め
ま
し
た
。（
以
下
、
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
）

災
害
救
助
法
の
適
用
期
間
の
延
長
な
ど
、
被
災
者
支
援
の
責
任
果
た
す
べ
き

災
害
救
助
法
の
適
用
期
間
の
延
長
な
ど
、
被
災
者
支
援
の
責
任
果
た
す
べ
き
（
赤
嶺
）

（
赤
嶺
）

被
害
は
甚
大
。
特
別
な
対
応
で
き
る
よ
う
努
力
す
る
（
厚
労
政
務
官
）

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
の
運
用
で
は
、
実
態
に
則
し
て
被
害
認
定
せ
よ

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
の
運
用
で
は
、
実
態
に
則
し
て
被
害
認
定
せ
よ
（
赤
嶺
）

（
赤
嶺
）

水
害
に
対
応
し
た
見
直
し
を
し
て
い
る
（
防
災
相
） 

被
災
地
は
米
ど
こ
ろ
、
用
水
路
破
壊
で
危
機
的
状
況
。
農
漁
業
の
支
援
を

被
災
地
は
米
ど
こ
ろ
、
用
水
路
破
壊
で
危
機
的
状
況
。
農
漁
業
の
支
援
を
（
赤
嶺
）

（
赤
嶺
）

◎
赤
嶺
議
員

　

災
害
救
助

法
で
、
住
宅

の
応
急
修
理

と
障
害
物
の

除
去
、
洪
水

や
土
砂
災
害

の
場
合
、
ど

の
よ
う
な
救

助
が
お
こ
な

え
る
の
か
。

●
津
田
厚
労
省
政
務
官

　

住
居
が
半
壊
以
上
の
被
害
を
う
け
た
場

合
、
屋
根
、
床
、
ト
イ
レ
と
か
風
呂
、
壁
、

窓
な
ど
の
応
急
修
理
や
家
屋
等
に
土
砂
、

流
木
等
が
流
入
し
た
場
合
、
実
施
で
き
る
。

◎
赤
嶺
議
員

　

災
害
救
助
法
の
制
度
を
全
面
的
に
活
用

し
、
適
用
期
間
の
延
長
な
ど
、
被
災
者
の

実
態
に
応
じ
て
弾
力
的
に
運
用
す
べ
き
だ
。

●
津
田
政
務
官

　

災
害
は
た
い
へ
ん
甚
大
。
特
別
な
対
応

で
き
る
よ
う
努
力
す
る
。

◎
赤
嶺
議
員

　

制
度
の
趣
旨
を
、
災
害
発
生
時
に
生
か

せ
る
よ
う
、
自
治
体
の
担
当
者
だ
け
で
な

く
、
住
民
を
含
め
て
理
解
し
て
も
ら
う
工

夫
と
努
力
を
お
こ
な
う
こ
と
を
要
望
す
る
。

赤
嶺
議
員
は
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
つ
い
て
、

浸
水
等
で
土
砂
や
泥
に
埋
め
尽
く
さ
れ
た
場
合
の
被
害

認
定
に
つ
い
て
質
問
。
中
川
正
春
防
災
担
当
相
は
、
汚

泥
除
去
の
た
め
の
床
板
や
壁
板
の
取
り
外
し
を
損
害
と

認
め
、
二
階
建
て
の
場
合
、
一
階
の
損
害
を
割
り
増
し

し
て
算
定
し
て
い
る
と
述
べ
、「
水
害
に
対
応
し
た
見

直
し
を
し
て
い
る
」
と
答
弁
。
赤
嶺
議
員
が
、
被
害
実

態
に
則
し
た
被
害
認
定
が
で
き
る
よ
う
判
定
方
法
を
追

加
す
る
こ
と
で
い
い
か
と
尋
ね
る
と
、
中
川
担
当
相
は

「
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
」
と
答
弁
。

赤
嶺
議
員
は
、
制
度
の
周
知
徹
底
を
求
め
る
と
と
も
に
、

現
行
最
大
３
０
０
万
円
の
支
援
金
を
５
０
０
万
円
に
引

き
上
げ
、
対
象
を
拡
大
す
る
よ
う
要
求
。
中
川
防
災
相

は
、「
ど
こ
ま
で
充
実
し
た
も
の
に
し
て
い
く
か
は
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

◎
赤
嶺
議
員

　

水
田
に
は
、
が
れ
き

や
泥
が
堆
積
し
、
用
水

路
も
壊
れ
て
い
る
。
有

明
海
で
は
、
が
れ
き
の

流
出
が
で
て
い
る
。
ノ

リ
は
柳
川
で
も
大
き
な

被
害
。
ノ
リ
加
工
設
備

も
被
害
を
う
け
て
い
る
、

ど
ん
な
支
援
を
す
る
の

か
。

●
農
水
省

　

緊
急
に
応
急
的
な
措
置
が
で
き
る
査
定
前
着
工
制
度

を
大
い
に
活
用
し
て
ほ
し
い
。
早
期
に
対
応
で
き
る
よ

う
弾
力
的
運
用
を
と
る
。
人
的
な
支
援
も
す
る
。

●
水
産
庁
長
官

ノ
リ
業
者
の
乾
燥
施
設
で
は
、
共
用
化
し
て
再
建
を
図

る
場
合
、
強
い
水
産
業
作
り
交
付
金
で
支
援
が
可
能
。

個
人
の
場
合
は
、
金
融
上
の
支
援
が
で
き
る
。

【災害救助法の特別基準】
　災害救助法は、「食品の提供」は一人一日1010円以内で、災害
発生の日から7日以内、「障害物の除去」は1世帯あたり13万
4200円以内で、災害発生から10日以内などとされています。
被災状況により、適切な救助を実施することが困難な場合、国と協
議の上、救助の実施期間の延長等、「特別基準」の設定が可能。

九州北部
豪雨災害

被災者支援を急ぎ、復興に全力を挙げよ被災者支援を急ぎ、復興に全力を挙げよ
赤嶺政賢衆院議員が災害特で質問 日本共産党

河
川
が
氾
濫
し
、
大
量
の
土
砂
が
流
れ
込
ん
だ

水
田
（
中
津
市
耶
馬
渓
）

避難した方をお見舞いし、事情を聞く赤嶺議員（中央）ら
党豪雨災害調査団＝阿蘇市、７月１７日
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日
本
共
産
党
福
岡
県
委

員
会
は
、
地
元
の
議
員
や

地
区
委
員
会
と
連
携
、
九

州
北
部
豪
雨
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
っ
て
救
援
行

動
。
７
月
２
２
日
に
は
、

八
女
市
星
野
村
と
上
陽
町

に
民
青
同
盟
福
岡
県
委
員

会
、
日
本
共
産
党
筑
後
・

大
牟
田
両
地
区
委
員
会
の

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
支

援
に
入
り
ま
し
た
。
東
日

本
大
震
災
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
参
加
し
た
青
年
や
北
岡

あ
や
大
牟
田
市
議
、
井
上
護
大
木
町
議
、
江
藤
龍
彦
前
広
川

町
議
ら
が
泥
出
し
な
ど
の
復
旧
作
業
に
あ
た
り
ま
し
た
。

・
自
然
災
害
は
、
東
日
本
大
震
災
の
時
も
そ
う
だ
が
他
人
事
で

は
な
い
。
自
分
の
と
こ
ろ
で
も
あ
り
う
る
し
、
あ
っ
た
時

に
何
も
し
な
い
と
い
う
の
は
で
き
な
い
。
あ
ん
ま
り
力
に

な
れ
な
か
っ
た
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
で
も
喜
ん
で
も
ら
え
た

の
な
ら
参
加
で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
な
と
思
う
。

・
想
像
以
上
の
被
害
の
大
き
さ
に
驚
い
た
。
な
ぜ
メ
デ
ィ
ア
は

こ
れ
を
報
道
し
な
い
の
か
。
帰
っ
た
ら
伝
え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

・
支
所
に
２
２
人
し
か
公
務
員
が
い
な
い
か
ら
で
き
る
こ
と
は

限
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
合
併
の
影
の
部
分
が
見

え
た
。
現
地
の
人
は
「
こ
こ
は
災
害
な
ど
、
今
ま
で
全
然

な
か
っ
た
ん
だ
け
ど
な
」
と
言
っ
て
い
た
が
、
予
防
策
は

必
要
だ
か
ら
予
算
を
割
く
べ
き
だ
。

　

日
本
共
産
党
九
州
北
部
豪
雨
救
援
セ
ン
タ
ー
は
、
２
８
日
・

２
９
日
の
土
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
と
被
災
者
訪
問
行

動
を
実
施
。
さ
ら
に
訪
問
の
な
か
で
出
さ
れ
た
泥
出
し
の
要

望
に
応
え
る
「
働
き
隊
」
に
、
二
日
間
で
述
べ
５
０
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
行
動
に
は
、
２
泊
３
日
で
大
阪
か
ら
駆
け
つ

け
て
来
ら
れ
た
方
も
。
鹿
児
島
地
区
か
ら
も
４
名
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　　

訪
問
行
動
に
は
、
二
日
間
で
１
６
名
、
３
０
０
軒
を
訪
問
。

多
く
の
と
こ
ろ
で
「
市
も
誰
も
来
て
く
れ
な
い
。
あ
な
た
た

ち
が
、
は
じ
め
て
話
を
聞
き
に
き
て
く
れ
た
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
」
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。「
知
人
が
飲
食
店

を
解
雇
に
」「
床
下
の
水
が
抜
け
な
い
」「
商
品
の
仕
入
れ
で

４
０
０
万
か
か
っ
た
も
の
が
す
べ
て
台
無
し
に
」・
・
・
災
害

時
の
恐
怖
、
片
付
け
の
す
す
ま
な
い
家
の
問
題
、
今
後
の
生

活
な
ど
話
は
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
歩
い
て
い
る
訪
問
チ
ー

ム
に
「
消
毒
薬
が
配
布
さ
れ
て
い
る
が
使
い
方
の
説
明
が
な

い
。
わ
か
り
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
お
尋
ね
も
。
２
８
日
の
訪

問
行
動
に
は
、
民
医
連
か
ら
も
６
名
が
参
加
。
共
同
し
て
訪

問
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
民
医
連
の
訪
問
チ
ー
ム
は
血
圧
計

も
持
参
し
、
高
齢
の
方
の
血
圧
測
定
や
健
康
相
談
に
も
取
り

組
み
ま
し
た
。
参
加
し
た
看
護
師
か
ら
「
特
に
高
齢
で
独
居

の
方
の
支
援
が
急
務
で
す
」
と

感
想
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
地
元
産
材
を
利
用
し
て
の
戸

建
て
の
仮
設
住
宅
」「
市
独
自
の

つ
な
ぎ
資
金
の
支
給
」
を
は
じ

め
、
訪
問
の
な
か
で
だ
さ
れ
た

被
災
者
の
声
も
含
め
た
市
へ
の

要
請
を
２
９
日
、
第
３
次
分
と

し
て
提
出
し
ま
し
た
。

（
日
本
共
産
党
九
州
北
部
豪
雨
救

援
セ
ン
タ
ー
の
「
救
援
セ
ン
タ
ー

便
り
７
月
２
９
日
号
」
よ
り
）

熊
本
県
・
阿
蘇
市

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
訪
問
・「
働
き
隊
」
の
行
動
に
５
０
人

福
岡
県
・
八
女
市
星
野
村

東
日
本
大
震
災
の
〝
連
帯
力
〞
を
今
回
の
豪
雨
災
害
で
も
発
揮

九州北部豪雨の救援・復興に全力
現地で被災者の要望を聞き、ボランティア募って生活再建へ

　

日
本
共
産
党
は
、
赤
嶺
政

賢
衆
院
議
員
を
本
部
長
と
す

る
九
州
北
部
豪
雨
災
害
対
策

本
部
を
立
ち
上
げ
、
仁
比
聡

平
前
参
議
が
、
７
月
５
、
６

日
に
引
き
続
き
１
９
日
に
も

日
田
、
中
津
両
市
に
入
り
、

党
市
議
団
と
と
も
に
被
災
者

の
お
見
舞
い
と
現
地
調
査
を

し
ま
し
た
。

　

２
３
日
に
は
、
田
村
貴
昭

衆
院
比
例
予
定
候
補
が
仁
比

氏
や
堤
栄
三
県
議
ら
と
と

も
に
竹
田
市
内
を
聞
き
取

り
調
査
し
ま
し
た
。

　

赤
嶺
衆
院
議
員
は
、
こ

れ
ら
の
調
査
と
党
議
員
団

調
査
の
熊
本
・
阿
蘇
市
調

査
な
ど
を
踏
ま
え
、
７
月

２
５
日
の
衆
院
災
害
対
策

特
別
委
員
会
で
質
問
。
政

府
の
迅
速
な
対
応
を
迫
り

ま
し
た
。(

表
面
参
照
）

日
本
共
産
党
国
会
議
員
団
が
対
策
本
部

仁
比
前
参
議
、
田
村
比
例
予
定
候
補
ら
が
現
地
調
査　

大
分
県
・
日
田
市
・
中
津
市
・
竹
田
市

被災した竹田市で話を聞く仁比前参院議員（右側）と
田村比例予定候補（左となり）たち＝７月２３日

日本共産党

地元議員らと調査する仁比前参院議員（左）＝７月５日
、大分県日田市

用
水
ポ
ン
プ
の
燃
料
代
も
災
害
復
旧
事
業
費
に
含
め
ら
れ
る

話
を
聞
き
に
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

ゴミ出しを手伝うボランティアのみなさん＝阿蘇市

床下の泥出しを手伝う青年ボランティア＝八女市

日
本
共
産
党
の
山
下
芳
生
議
員
は
７

月
２
７
日
の
参
院
災
害
対
策
特
別
委

員
会
で
、
九
州
北
部
の
豪
雨
被
害
に

つ
い
て
、
現
行
制
度
を
す
べ
て
活
用

し
支
援
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

山
下
氏
が
「
用
水
ポ
ン
プ
の
燃
料

代
も
応
急
復
旧
の
工
事
の
対
象
に
な

る
の
で
は
」
と
た
だ
し
た
の
に
た
い
し
、
農
水
省
担
当
者

は
「
災
害
復
旧
事
業
費
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
答

え
ま
し
た
。

山下芳生参院議員

青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
感
想
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